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GS 総合科学探究Ⅱ 

 

論文の作成にあたって 

 

１．論文の基本的な構成は次の通りです。基本的な構成であるため，①～⑩のすべてを記しておく

必要はありません。逆に必要であれば，①～⑩以外の構成が記されていても構いません。 

 

①表紙（本校では，表紙はない。タイトルと所属，著者名を記し，続けて要旨を記す）  

②要旨（日本語＋英語） 

③序論 

④基礎 

⑤研究手法 

⑥結果・考察 

⑦結論・展望 

⑧謝辞 

⑨引用文献・参考文献 

⑩付録 

 

 ①～⑩それぞれの詳細については，「課題研究メソッド」（啓林館：2017 年）p.126～p.128 を参

照すること。 

 

２．論文については次の評価規準を用いて評価します（愛媛大学課題研究評価ルーブリック（フル

バージョン）ver1.0 を一部引用・参考にしています）。 

 S A B C 

論文の 

構成 

S 評価はない 論文に必要な構成
がすべて示されて
いる。 

論文に必要な構成
が一部不足してい
る。 

論文に必要な構成
が不十分である。 

要旨 

（日本語） 

要旨の構成として
必要な背景，目的，
方法，結果，結論等
がきちんと示され
ている。また，簡潔
かつ明快に示され
ており，本文や参
考文献を参照しな
くても，要旨を読
むことで，論文に
何が書いているの
かが分かる。 

要旨の構成として
必要な背景，目的，
方法，結果，結論等
がきちんと示され
ており，要旨を読
むことで，論文に
何が書いているの
かが概ね分かる。 

要旨の構成として
必要な背景，目的，
方法，結果，結論の
いずれかが示され
ていない，もしく
は要旨を読むだけ
では論文に何が書
かれているのか分
かりにくいところ
がある。または，要
旨の構成，要旨の
内容の両方が不十
分である。 

要旨を読んでも，
論文に何が書かれ
ているのかが分か
らない。 

目的 

と 

仮説 

研究の目的や仮説
が，先行研究を踏
まえて明確に示さ
れており，研究の
目的や仮説を，な
ぜそれにしたのか
が良く分かる。さ
らに，目的を探究
する意義も明確で

研究の目的や仮説
が，先行研究を踏
まえて明確に示さ
れており，研究の
目的や仮説を，な
ぜそれにしたのか
が良く分かる。 

研究の目的や仮説
は示されている
が，先行研究との
関連が弱く，研究
の目的や仮説を，
なぜそれにしたの
かが分かりにく
い。 

研究の目的や仮説
は示されている
が，なぜその目的
や仮説にしたのか
が分からない。ま
たは，研究の目的
や仮説が不十分で
ある。 
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あり，社会への貢
献も期待できる。 

方法 

研究の目的や仮説
に沿った適切な方
法で研究が進めら
れている。さらに，
研究の目的と仮説
の達成・検証には
十分な量と再現可
能な方法が示され
ている。 

研究の目的や仮説
に沿った適切な方
法で研究が進めら
れている。研究の
目的と仮説の達
成・検証には十分
な量である。 

研究の目的や仮説
に沿った適切な方
法で研究が進めら
れてはいるが，研
究の目的と仮説の
達成・検証には不
十分な量であり，
達成・検証には他
の新たな方法が必
要である。 

研究の方法が明確
に示されていな
い。または，研究の
目的や仮説とは関
係のない方法が示
されている。もし
くは，採用してい
る方法が研究の目
的や仮説を達成・
検証するには不十
分である。 

分析 

と 

結果 

十分なデータや資
料が示され，それ
らに基づいたグラ
フや表などが適切
に示されている。
さらに，科学的も
しくは数学的な手
法を用いた分析が
行われている。 

十分なデータや資
料が示され，それ
らに基づいたグラ
フや表などが適切
に示されている。 

十分なデータや資
料が示されている
が，それらをグラ
フや表として適切
に表現するための
工夫が不足してい
る。 

データや資料が示
されているが，不
十分である。もし
くは，データや資
料は示されている
が，グラフや表と
して適切に表せて
いない。 

考察 

と 

結論 

研究の目的や仮説
に沿った考察と結
論が示されてい
る。さらに，今後の
展望や研究によっ
て生じた新たな課
題なども示されて
いる。 

研究の目的や仮説
に沿った考察と結
論が示されてい
る。 

研究の目的や仮説
との関連性が弱い
考察や結論が一部
ある。 

研究の目的や仮説
に沿った考察や結
論として不十分で
ある。 

表現 

と 

文体 

統一された表現と
文体で，必要な専
門用語を用いて分
かりやすく，論理
的に書かれてお
り，論文としての
説得力がある。 

統一された表現と
文体で，必要な専
門用語を用いて分
かりやすく，論理
的に書かれてい
る。 

統一された表現と
文体で概ね書かれ
ているが，必要な
専門用語の不足や
論理的でない部分
が見受けられる。 

統一された表現と
文体でない部分や
論理的でない部分
が見受けられる。 

 

 

 


